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認知機能の臨床バイオマーカとして検討が進む黄斑色素濃度 

1945 年、後にルテインとゼアキサンチンとして同定される黄色の色素がヒト網膜の黄斑部で発見

されて以来[1]、これらキサントフィルカロテノイドの研究は少なからず、黄斑色素が局在する水晶

体や網膜の健康問題、例えば白内障や加齢黄斑症との関係に焦点を合わせていました[2,3]。 

 

その後、血液-脳関門を通過して神経網膜内で黄斑色素を形成するとされるルテインとゼアキサ

ンチンは脳組織においても蓄積が認められ、非侵襲的に測定可能な黄斑色素光学濃度

（MPOD）の尺度が脳内のルテインとゼアキサンチンの状態を評価するバイオマーカとして利用で

きる可能性のあることから、とりわけ高齢者における認知機能のバイオマーカとしての MPOD の役

割が米国タフツ大学をはじめとする研究グループにより調査されるようになりました[4-6]。 

 

2015 年、アイルランドのウォーターフォード工科大学（Waterford Institute of Technology）の研究グループ（Macular Pigment 

Research Group）は、アルツハイマー病患者は同年代のアルツハイマー病でない患者より認知機能が低いだけでなく視力も著しく劣る

ことを Journal of Alzheimer’s Disease 誌に発表しました[7]。 

 

同研究で、メソゼアキサンチン 10 mg、ルテイン 10 mg およびゼアキサンチン 2 mg からなるサプリメントの摂取が両方の被験者の血清

メソゼアキサンチン、ルテインおよびゼアキサンチン濃度、黄斑色素濃度（すべて p<0.001）、ならびにコントラスト感度（p=0.039）の

統計上有意な改善をもたらすことも明らかになりました。 

 

同グループはさらに、黄斑色素濃度が低く網膜疾患のない被験者［グループ 1：n=105、47±12.1 歳］、少なくとも片眼に初期加

齢黄斑変性（AMD）を認める被験者［グループ 2：n=121、65±9 歳］を対象に、黄斑色素濃度および血清中のルテイン・ゼアキ

サンチンの濃度と認知機能との間の関係を検討した結果を 2015 年 8 月の Journal of Alzheimer’s Disease 誌に発表しました[8]。 

 

本研究で黄斑色素濃度は異色フリッカ測光と二波長の自家蛍光を、認知機能は複数（20 種類以上）の検証済みテストを、また、

血清中のルテインやゼアキサンチンの濃度は HPLC を用いて測定しました。 

 

黄斑色素濃度は、黄斑色素濃度が低く網膜疾患のない被験者［グループ 1］、および AMD に罹患している被験者［グループ 2］

の両方で、一連の認知テストの成績と有意な相関関係を示しました（r=-0.273～0.261、両グループとも p≦0.05）。 

 

血清中のルテイン、ゼアキサンチン両方の濃度は、グループ 2 における意味流暢性認知力スコア―1 分間にできるだけ多くの動物の

名前を書きとめるテスト―と有意な相関を示した一方（それぞれ、r=0.187、p≦0.05；r=0.197、p≦0.05）、血清ルテイン濃度は、

同グループにおける言語認識記憶（VRM）のスコアとも有意な相関を示すことが明らかになりました（r=0.200、p=0.031）。 

 

年齢、性別、食事および学歴について調整した後、血清中のルテインまたはゼアキサンチンの濃度との相関関係ではなく、黄斑色素濃

度との相関関係のほとんどが依然として有意であることが明らかになりました。 

 

得られた結果から、黄斑色素濃度は認知機能の健康に関する非侵襲的な臨床バイオマーカとしての有効性が示唆され、この役割にお

いて黄斑色素濃度は血清中のルテインやゼアキサンチンの濃度よりも奏功しているようだと考えられました。 
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［学術情報］ 

掲載内容についてはできるだけ正確であるよう努めておりますが、誤植・誤情報

が掲載される場合や充分な情報を提供できない場合もあり、本コンテンツの閲
覧・利用により生じたいかなる損害についても当社は責任を負いません。また、
掲載内容は予告なく変更される場合があります。あらかじめご了承ください。 


